
が感染植物を摂食することにより，ウイルスを獲得し，

成虫が健全な植物を加害する際に，ウイルスを媒介す

る。ウイルスを獲得した成虫を保毒虫と呼ぶ。保毒虫は

死ぬまで伝搬能力を保持する。成虫が感染植物を摂食し

ても，保毒虫とならず，ウイルスを媒介することはない。

施設におけるキュウリ黄化えそ病の発生は，主に野外

あるいは周辺施設から飛来した保毒虫が施設内に侵入す

ることで起こり（一次伝染），発病植物上で新たに発生

した保毒虫が施設内のまだ発病していない株に飛散して

拡大する（二次伝染）。さらに，保毒虫が施設外に飛散

し，他の施設に感染を広げる。

ミナミキイロアザミウマは広食性であり，施設外ある

いは非作付け期間中の施設内では，イヌビユ，イヌガラ

シ，カラスノエンドウ，オランダミミナグサ，ヨモギ，

アレチノギク等の雑草に寄生する（河合，2001）。成虫

の生存期間は 25℃において 16～ 26日であるため，残

魏撤去により一時的に雑草に避難した保毒虫が次作の定

植時まで残存していれば一次伝染源となる。雑草の

MYSV感染源としての役割については後述する。

2 施設周辺の感染

キュウリ黄化えそ病が発生した福岡県の小規模なキュ

ウリ栽培地域において，施設外の感染源を調査するた

め，家庭菜園を含む野外のウリ科作物のMYSV感染を

調査したところ，施設に隣接したシロウリ畑と周辺の家

は　じ　め　に

キュウリ黄化えそ病は，ブニヤウイルス科トスポウイ

ルス属に属するメロン黄化えそウイルス（Melon yellow

spot virus, MYSV）によるウイルス病害である。MYSV

は，ミナミキイロアザミウマにより媒介されるため防除

が困難であり，発生地域の拡大と被害の慢性化が問題と

なっている。MYSVは，メロン（シロウリ），キュウリ，

スイカ，ニガウリに自然感染することが報告されている

が，近年はキュウリに対する被害が特に問題となってい

る。本稿では，キュウリ黄化えそ病の発生動向，疫学的

性質および防除対策について紹介する。

I 発 生 動 向

MYSVは，1992年に静岡県のメロンで初めて発生が

確認され，94年に高知県でキュウリでの発生が初確認

された。静岡県では，キュウリに感染は認められず，徹

底的な防除対策によりメロンでの発生も根絶されたため

（池田ら，2001），2000年に愛媛県で発生が確認される

まで，MYSVの発生は高知県に限られていた。しかし，

2002年に群馬県で発生が確認されて以降，徐々に発生

地域が拡大しており，08年には関東および中部の一部，

九州および四国全県で発生している（表― 1）。海外では，

タイでヒメセンナリホオズキ（Physalis minima）から分

離されたトスポウイルス（CORTEZ et al., 2001）が遺伝子

解析の結果，MYSVと極めて類似していることが報告

された以外は報告がなかったが，2008年に台湾でスイ

カにMYSVの感染が報告された（CHEN et al., 2008）。

II キュウリ黄化えそ病の疫学的性質

1 キュウリ黄化えそ病の発生生態

ミナミキイロアザミウマによるMYSVの媒介様式は

十分に解明されていないが，他のトスポウイルスと類似

していると考えられる。すなわち，1齢または 2齢幼虫
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表－1 キュウリ黄化えそ病の発生地域の拡大

特殊報公表年 a） 発生県

1996
2000
2002
2003
2004
2005

2006
2008

2009

高知県
愛媛県
群馬県
福岡県，神奈川県
三重県
愛知県，大分県，佐賀県，和歌山県，埼玉県，
宮崎県，熊本県
徳島県，香川県
岐阜県，奈良県，栃木県，鹿児島県，長崎県，
奈良県
静岡県

a）発生確認年とは異なる場合がある．



4 感染源としての雑草の役割

大分県のキュウリ栽培は，東部の施設を中心に作付け

されており，半促成栽培（定植期 1～ 3月，収穫期 2～

7月）と抑制栽培（定植期 8～ 10月，収穫期 10～ 1月）

を組み合わせた長期どり栽培が行われている。キュウリ

黄化えそ病の発生は，2005年 11月に施設栽培のキュウ

リで初確認された。産地では，薬剤散布や蒸し込みによ

るミナミキイロアザミウマの防除を行い，発病株や残魏

の処分を行ってきたが，十分な効果が得られなかった。

そこで，ウイルス感染源を明らかにするため，雑草を対

象にMYSVの感染実態調査と媒介試験を行った。

キュウリ黄化えそ病が発生した4圃場において，2005年

11月から 07年 4月にかけて合計 11回の調査を行い，

9科
　

19種の雑草を採集し，MYSVの感染を調査した結

果，7科 13種で感染が認められた（表― 2）。キュウリに

感染したMYSVと，同じ圃場内でカタバミ，ヒメムカ

シヨモギおよびコハコベに感染したMYSVの塩基配列

の一部を比較した結果 99.8％の相同性を示し，感染の由

来は共通であることが推察された。MYSVが検出され

たノゲシおよびヒメムカシヨモギで葉脈透化症状が，オ

ランダミミナグサで斑紋症状が観察されたが，他の雑草

では明確な症状は観察されなかった。また，ホトケノ

ザ，エノキグサ，オランダミミナグサで，ミナミキイロ

アザミウマ保毒成虫の生息が確認された。

現地でMYSVの感染が確認された雑草の一部につい

て，汁液接種による接種試験を行った結果，ホトケノザ

とオランダミミナグサへの感染が確認された。オランダ

ミミナグサはホトケノザより高率に感染した。感染した

オランダミミナグサを用いてミナミキイロアザミウマを

約 60日間飼育した後世代を，キュウリ苗に放飼したと

庭菜園のキュウリからMYSVが検出された。MYSVに

感染したシロウリは葉に黄化と斑紋が認められたが，果

実には病徴は見られなかった。この地域には，家庭菜園

規模のスイカ，カボチャおよびニガウリも栽培されてい

たが，これらはMYSV感染に特徴的な病徴を示してお

らず，RT ― PCRでもMYSVは検出されなかった。他の

地域における調査でも，キュウリはMYSVの感染率が

高く，小規模に栽培されるキュウリでも感染源になる可

能性が高いと考えられる。

3 蒸し込み期間中の保毒虫の発生

ミナミキイロアザミウマの幼虫は成熟すると地表面に

落下し，土中で前蛹を経て蛹となるため，作期終了後も

土中の蛹から成虫が羽化する。このため，キュウリ黄化

えそ病が発生した施設では，栽培終了後も保毒虫が発生

し，蒸し込み期間や前作との間隔が不十分な場合には，

次作の定植時に苗に寄生し，MYSVを媒介する危険が

ある。

夏ごろからキュウリ黄化えそ病が多発生し，10月中

旬の栽培終了時にはミナミキイロアザミウマが多発した

施設に青色粘着トラップ（ホリバー）を設置し，残魏撤

去（10月 26日）後のミナミキイロアザミウマの発生数

を調査したところ，残魏撤去 6日後でも，捕殺数が 100

頭を超え，17日後にようやく無発生となった（図― 1）。

調査期間中の施設内の温度は，平均 21.9℃で，最高温度

は 43.3℃であった。23日後に少数が捕殺されたが，こ

れは被覆の張り替えにより施設を開放したため，野外か

ら飛び込んだと考えられた。蛹が羽化するまでの期間は

環境条件に依存するため，蒸し込みに必要な期間は地域

や季節により変動すると考えられるが，粘着トラップを

用いて羽化成虫が完全に消失したことを確認すること

で，次作の定植までに必要な間隔を推定できると考えら

れる。

植　物　防　疫　　第 63巻　第 5号 （2009年）280

―― 2――

残魏撤去後の日数

ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
成
虫

（
頭\

ト
ラ
ッ
プ
）

120

100

80

60

40

20

0
6 10 13 17 20 23 26 40

図－1 蒸し込み中の施設におけるミナミキイロアザミウ
マの捕殺数の推移

表－2 キュウリ圃場の周辺雑草のMYSV感染

科名 種名

アブラナ科
カタバミ科
キク科

オオバコ科

シソ科
トウダイグサ科
ナデシコ科

ナズナ
カタバミ
オオアレチノギク
チチコグサモドキ
ノゲシ
ヒメムカシヨモギ
オオイヌノフグリ
トキワハゼ
ホトケノザ
エノキグサ
オランダミミナグサ
コハコベ
ミドリハコベ



り，遺伝的多様性が高いと考えられている。引き続き調

査を行うことにより，有用な抵抗性遺伝資源の探索を行

いたいと考えている。

III 発生生態に基づく防除の展望

1 定植時期の変更による感染低減

福岡県のキュウリ黄化えそ病の発生が認められた地域

において，定植日ごとに発病株率を調査したところ，

10月
　

10日に定植した施設は 10月 21日以降に定植した

施設より発生株率が高く，被害が大きい傾向であった。

この地域では，周年栽培を行っており，周辺施設でキュ

ウリ黄化えそ病の発生が認められた。定植前の苗は

MYSVが感染していないことを確認しているため，感

染は施設外からの保毒虫の侵入によるものであると考え

られた。

媒介虫であるミナミキイロアザミウマの飛翔活性は，

他の昆虫と同様，温度に依存し，32.5℃で最高となり，

22.5℃以下では飛翔しない（永井，1994）。10月中下旬

は気温が急速に下がる時期であり，この地域のアメダス

による平均気温は，10月 10日には 22.5℃を上回ってい

たのに対し，10月 21日以降は 22.5℃を下回っていた

（図― 2）。気温の下降により飛翔活性が下がったため，

施設外からの侵入が減少し，感染が抑えられたと考えら

れた。

このことから，抑制栽培においては，定植時期をミナ

ミキイロアザミウマの飛翔活性が下がる時期（平均気温

が 22.5℃以下）にずらすことで施設外からの侵入を抑制

し，発病を抑制することができると考えられる。同時

に，前作の終了時期と次作の定植時期が重ならないよう

に地域ごとで調整することも重要であると考えられる。

2 周辺雑草の除去による感染低減

2006年から 07年にかけて，大分県のキュウリ栽培施

設において黄化えそ病の発生推移を調査し，除草による

発病抑制効果を検討した。2006年には県内東部の 2圃

場について，一方は施設内のみ除草を行い，他方は圃場

周辺の 2 mを含めて除草を行った。

施設内のみ除草を行った圃場 Aでは，前作の半促成

栽培では約 1％の発生であり，発生場所も入口付近だけ

にとどまっていたが，その後の抑制栽培では，定植 1か

月後から黄化えそ病の発生が確認され，特にハウスサイ

ドに発生が集中した（図― 3）。この圃場では，キュウリ

生産初期からミナミキイロアザミウマの発生が多く，周

辺雑草からMYSVの感染とミナミキイロアザミウマの

生息が認められた。

一方，圃場 Bでは，2006年の半促成栽培では発病株

ころ，MYSVに感染したキュウリを用いて飼育したも

のを放飼した場合より低率ではあったものの，キュウリ

への媒介が確認された。しかし，ホトケノザを用いた同

様の試験では，キュウリへの媒介は確認できなかった。

このことから，少なくとも，オランダミミナグサは保毒

虫の生息場所だけでなく，ウイルス獲得源ともなりうる

ことが確認された。

5 抵抗性品種の探索

これまでに国内外においてMYSV抵抗性キュウリ品

種は報告されていない。トスポウイルスの抵抗性品種で

は，トマトとピーマンにおいて，トマト黄化えそウイル

ス（TSWV）に対する抵抗性品種が近縁野生種との交雑

により得られている。しかし，キュウリでは交雑可能な

近縁野生種は知られていないため，既存の品種および系

統の中から本病に強い品種を選抜する必要がある。

野菜茶業研究所が保有する遺伝資源を中心として，

398系統のキュウリ幼苗にMYSVを汁液接種し，感染

性と病徴を調査したところ，発病程度が系統により異な

った（表― 3）。日本のキュウリ 85系統の中に低い発病

程度を示すものは見つからなかったが，インド，バング

ラデシュ，タイ等南アジアおよび東南アジア原産のキュ

ウリ遺伝資源で発病程度が低い系統が見つかった。これ

らは，静岡県のメロン由来のMYSV分離株に抵抗性を

示したが，福岡県のキュウリ由来の分離株には，中程度

の抵抗性であった。南アジアはキュウリの原産地であ

キュウリ黄化えそ病の発生動向と防除対策の展望 281

―― 3――

表－3 幼苗検定によるキュウリ系統のMYSV感受性

地域
発病程度 a）

0～ 1.0

バングラデシュ
中華人民共和国
インド
日本
マレーシア
ミャンマー
ネパール
台湾
タイ
チェコ
ロシア
ギリシャ
ポーランド
米国
その他

3

1

2
1

4

a）発病程度は接種 14日後の葉の病徴を 4段階の発病度（0：病
徴なし，1：黄化を伴わない軽い斑紋，2：黄化を伴う斑紋，3：
斑紋と激しい黄化）に類別し，4～ 8個体の発病度の平均値．

1.0＜～ 2.0 2.0＜～ 3.0

11
14
3

19
2
2

17
1
1

6

2
3
6

5
68
4

66
4
5

35
6
3
8

43
5
9

15
24



率が 97％に達したにもかかわらず，圃場周辺の除草を

徹底したことにより，その後の抑制栽培では，定植後

2か
　

月間は黄化えそ病の発病は認められなかった。2か月

後以降は，黄化えそ病の発生が認められたものの圃場 A

で見られたようなハウスサイドへの集中は見られなかっ

た（図― 3）。2007年，圃場 Aについて圃場外周辺も含

めて除草を行ったところ，07年の半促成栽培では 1株

（0.1％）のみの発病に留まり，抑制栽培に移行した後も

発病率は 7％に抑えられた。周辺雑草は，非作付け期間

中の保毒ミナミキイロアザミウマの生存場所となるだけ

でなく，一部の雑草はMYSVの感染源となることも明

らかになっているため，雑草の除去は重要な防除対策の

一つと考えられる。

お　わ　り　に

キュウリ黄化えそ病をはじめとする虫媒伝染性ウイル

ス病が発生した地域では，ウイルス感染を防ぐため，媒

介虫の要防除密度を限りなく低くする必要があると考え

られてきた。このため，これまでのキュウリ黄化えそ病

の防除対策は，化学農薬の使用によるミナミキイロアザ

ミウマの徹底防除が中心となってきた。しかし，ミナミ

キイロアザミウマに対する薬剤感受性の低下が報告され

ていることから，薬剤のみによる防除には限界があり，

紫外線カットフィルムや目合いの細かい防虫ネット

（0.4 mm以下）等の物理的防除手段を含めた総合的な対

策が必要である。
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図－2 アメダスによる平均気温とキュウリ黄化えそ病の発生との関係

圃場A（施設内のみ除草） 

圃場B（施設周辺も含めて除草） 

53日後 100日後 144日後 

56日後 86日後 117日後 

図－3 大分県のキュウリ施設栽培（抑制栽培）における
キュウリ黄化えそ病の発生の推移．いずれの圃場
でも，前作（半促成栽培）でキュウリ黄化えそ病
が発生した

■は圃場内における発病株の位置を示す．
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近年の研究により，虫媒伝染性ウイルス病の発生は，

周辺の作物や雑草の状況，栽培される時期（作型）によ

って影響されることが明らかになりつつある。効率的な

防除のために，栽培環境とウイルス伝染環を把握し，そ

れに基づき最適な防除を実施することが重要であると考

えられる。
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